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プログラム
10 月 27 日金　第 3 会場（中ホール 3）

日本小児外科漢方研究会　総会 9:00 〜 9:35

開会の挨拶 9:35 〜 9:40

セッション 1［シンポジウム 1：小児外科 common disiease に対する漢方使用の実際］ 9:40 〜 11:00

座長：米倉　 竹夫（奈良県総合医療センター　小児外科）
齋藤 江里子（千葉大学医学部附属病院　和漢診療科）

S1-1 当院における陰嚢水腫に対する漢方薬の効果の検討 ( 第 2 報 )
直江 　篤樹  藤田医科大学 小児外科

S1-2  炎症性皮下腫瘤に対する排膿散及湯の効果〜切開や穿刺排膿をせず自壊排膿での治癒を図
る〜

寺脇 　　幹  深谷赤十字病院　小児外科

S1-3 当院における肛門周囲膿瘍に対する、十全大補湯と排膿散及湯の使用方法と再発の関係性
古形 　修平  奈良県総合医療センター　小児外科

S1-4 肛門周囲膿瘍に対する排膿散及湯の投与期間に関する考察
佐藤 　英章  昭和大学医学部外科学講座　小児外科学部門

S1-5 排膿散及湯の使用経験
伊勢 　一哉  仙台赤十字病院　小児外科

セッション 2［一般演題 1］ 11:00 〜 11:50

座長：酒井 　清祥　（金沢大学附属病院　小児外科）

S2-1 排膿散及湯により外科治療を回避しえた下顎化膿性リンパ節炎の一例
藤本 　拓弥  日本赤十字社医療センター 小児外科

S2-2 乳腺膿瘍の排膿後に十全大補湯を使用した 1 小児例
土方 　浩平  イムス富士見総合病院　小児外科

S2-3 ストーマ閉鎖術後に続いた大量の水様下痢に柴苓湯が有効であった 1 例
薄井 　佳子  自治医科大学とちぎ子ども医療センター　小児外科

S2-4 越婢加朮湯が著効した陰嚢内リンパ管腫術後リンパ瘻の１例
田中 　夏美  市立吹田市民病院　外科

S2-5 漢方療法併用を用い安定した経過を辿る胆道閉鎖症の 1 例
橋詰 　直樹  久留米大学医学部外科学講座　小児外科部門

ランチョンセミナー 5 12:10 〜 13:10

特別講演 13:20 〜 14:20

司会 : 尾花 　和子（日本赤十字社医療センター　小児外科）

 小児外科領域における漢方の役割　－外来診療を中心に－
講師：甲斐 　裕樹（九州医療センター　小児外科）

（発表 7 分　討論 5 分または総合討論）

（発表 6 分　討論 3 分）
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セッション 3［一般演題 2］ 14:20 〜 15:10

座長：佐藤　 英章（昭和大学医学部外科学講座　小児外科学部門）

S3-1 異糞症に対し小建中湯と柴胡加竜骨牡蠣湯が著効した 1 例
廣瀬 　雄一  九州医療センター小児外科

S3-2 自閉症スペクトラム患児の消化器症状に漢方療法が有効であった 1 例
升井 　大介  久留米大学外科学講座　小児外科部門

S3-3 昼間尿失禁に対し葛根湯が有効であった 1 例
酒井 　清祥  金沢大学附属病院　小児外科

S3-4  総排泄腔外反症術後遠隔期の偽閉経療法に伴う更年期様症状や慢性腹痛に折衝飲加味が有
効であった 1 例

齋藤 江里子  千葉大学医学部附属病院　和漢診療科

セッション 4［シンポジウム 2：併用療法における漢方薬の効果］ 15:10 〜 16:30

座長：宮田 　潤子（九州大学大学院医学研究院　小児外科学分野）
橋詰 　直樹（久留米大学外科学講座　小児外科部門）  　　

S4-1 当院における Hirschsprung 病術後の下痢に対する真武湯投与の経験
濱崎　 　祐  鶴岡市立荘内病院 小児外科

S4-2  虫垂炎穿孔に伴う小児汎発性腹膜炎に対する腹腔鏡手術後の大建中湯の有効性と安全性
東尾 　篤史  大阪公立大学大学院医学研究科　小児外科／田附興風会医学研究所北野病院

S4-3 当科における漢方処方の現状 ~ 六君子湯に関する検討 ~
近藤 　琢也   九州大学大学院医学研究院　小児外科学分野／九州大学大学院医学研究院難治性慢性

消化器疾患共同研究部門

S4-4 広島漢方薬治療後に寛解維持と粘膜治癒が認められた潰瘍性大腸炎 9 例
畑中 　政博   獨協医科大学病院とちぎ子ども医療センター　小児外科／獨協医科大学埼玉医療セン

ター小児疾患外科治療センター／獨協医科大学腫瘍外科学

S4-5 リンパ管腫に対する越婢加朮湯の臨床的検討。- 保存的療法 v.s. 術後補助療法 -
杉田 光士郎  鹿児島大学学術研究院医歯学域医学系　小児外科学分野

次期会長挨拶 16:30 〜 16:35

次期会長：小川 　恵子（広島大学病院　総合内科 • 総合診療科　漢方診療センター）

閉会のあいさつ 16:35 〜 16:40

当番会長：尾花 　和子（日本赤十字社医療センター　小児外科）

（発表 6 分　討論 3 分）

（発表 7 分　討論 5 分または総合討論）




